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〈論 説〉

起 源 を 考 え る
一一 道具か ら言語(知 識)へ のルー ト
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われわれの世紀 は,

い る。それは前世紀以来,次 第にそのテンポを速

めて きた技術 と社会の変化で あるが,そ れ以前の

数十万年 ないしそれ以上 にわた って,人 類が知識

(情報)の 伝達 や保存 の方法 を発達 させ て きた長

い進化の歴史が ある。今 日の情報化 もその延長線

上 に位置 しているのであ って,そ うした人類史の

観点か ら,わ れわれ の周 りに進行 してい る事態の

意味を考 えてみ る必要 があるよ うに思われ る。
一見迂遠 の よ うであるが

,人 類が用 いた原初 の

伝達方法や言語 の特質,言 語 の形成過程,そ れ と

道具 の発達過程 との相関につ いて考察す るのは,

上 の よ うな認識か らであ る。今 日,知 識(情 報)
ヘ ヘ へ

はモノやサー ビス と同 じように生産 され,消 費 さ

れ るもの と見な されているが,知 識 とモ ノとのそ

の よ うな同一 性の起源 を人類史 のなか に求 めれ

ぽ,言 語 と道具の相関的発達過程 に行 きつかざる

を得 ない。

この よ うな起 源 か らの考察 は,人 類学 ,言 語

学,心 理学 などの これ までの知見 に依存 しなけれ

ばならず,そ れ らの分野の議論 の多い問題 にも,

あ る程度ふみ こまざるを得ないが,こ の小論 の動

機 はあ くまで経済学の関心 であ り,他 の専 門分野

のプ ロパ ーな問題 を取 り扱 うことではない。各分

野の知見 に依存 しつつ も,ど こかに レッド・ライ

ンを引いて深入 りを避 けるため,特 別 な概念を使

用す るな どの苦心を払 った。 その ことを詳 し く述

目 次

道具と書語の起源

言語と記憶

道具による道具の製作

道具 と言語のアナロジー

むすび

いま情報化の波 に洗われ て

べてい るとsそ れだけで相当 なページを費す こと

になるだ ろ う。

しか し,そ の よ うな苦心を しても,慣 用 とは異

なる概 念の使用や,性 急に過 ぎる一般化 や断定,

根拠 が必ず しもはっき りしない推 論 な どに対 し

て,そ れぞれの分野か らの指弾 を完全 に免れ るこ

とはできないかも知れ ない。 この論文 の一つの試

論 と しての意 図が,幸 運 に も理 解 され る ことを

願 っている。

1道 具 と言語の起源

まず,人 類史の歩みを概観す ることか ら始め よ

う。

人類の祖先が直立歩行 し,か んた んな道具を使

用 した証跡 は,約 二百五十万年前 にさかのぼ る。

直立歩行 によって,人 類の手 は道具の使用 と製作

のために開放 され,長 い年月 をかけて,手 作業 の

正確 さや精度 を増す方向に、手の生物学的進化が

すす んだ。

一方
,直 立歩行 による道具の使用 は,言 語の形

成の契機 ともなった。道具の使用が言語 の形成 を

促 したのは,道 具を使 うことで手がふさが り,身

ぶ りによる意思の伝達が制約 された ことが,有 力

な誘因であった とす る指摘 があ る(1)。発声器官が

進化 した ことも確 かめ られ てお り,ま た,類 人猿

以来の脳容積 の増加一 一その機能 の進化一 が持

続 した ことも,道 具 と言語の発達を反映 してい る

ことは疑 いない。

道具の発達 と言語 の形 成は,人 類史 の初期 にお

けるもっとも重要 なで きごとであ り,そ れによっ
へ1

て原初社会の形成が促進 された こと,そ のプ ロセ

スを経 て,人 類 が他 の動物 との違 い を確 立 して
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い った ことは確 かである。 しか し,そ の プロセス

が具体的 にどのよ うに進行 したのかは,考 古学資

料が限 られていることもあ り,そ の解 明は意外 に

むずか しい。人類 と動物 との違 いも,何 をもって

その明白な証拠 とすべ きか,道 具 の製作 がそ うな

のか,言 語の使用なのか,意 識の発生 なのか,そ
ヘ へ

れ とも人類集 団の組織 化,と くに社会 の誕 生を

もってその境 界標 とす べ きか,な どの点 にな る

と,問 題 はかんたんで はな く,今 日の諸科学が共

通の認識に到達 した と言 える状態にはなお遠い。

前人(ア ウス トラロピテクス)が 使用 した最 初

の道具は,い まだ 自然的道具(木 の棒や石や獣骨)

の域 を出 てい なか った。そ の レベ ルの道具使 用

は,動 物のなかにもかな り広 く認 め られ る。問題

はその次元か ら,人 類 の道具使用が どのよ うに発

達 し,別 の次元へ と飛躍 を とげたのかであるが,

取 りあえず は自然的道具の種類がふ え,そ れ らの
ヘ へ

体系由利用へ とすすみ,さ らにかんたんな製作行

動を始めた ことが,動 物的次元か らの離陸を準備
ヘ ヘ ヘ へ

した と考 えられる。準備 した とい うのは,動 物の

なかにも程度の差 はあるがs道 具使用の多様化や

製作行動 は観察 され るか らである②。

そ うした準備過程 ののち,道 具の製作技法の進
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

歩 によって,人 類が特定 されない,さ まざまな道
ヘ へ

具を製作 しはじめた原人の段階で,動 物的次元 か

らの飛躍=離 陸 を画 した と見 るのが妥 当で あろ

う。製作技法 の進 歩 を象徴 してい るの は,「 道 具

の製作 に(別 の)道 具 を使用す る」 ことが早い段

階(前 人→原人の移行期)か ら始 ま り,次 第 に一

般化 した ことであった。 この離陸へ の過程 は,進

化一般がそ うであるように,百 万年以上 もの長 い

年月を要 した,ご くわずかずつの進歩の積 み重ね

の過程 であった ことに注意を要す る(3)。

言語の形成の場合 も,そ れに先立 って,動 物的

次元 の コ ミュニケーシ ョソの段 階があった。動物

も鳴 き声,身 構 え,顔 の表 情s仕 草 な どに よっ

て,仲 間や敵にシグナルを送 ってい る。道具 の場

合 のよ うに,人 類 は他の動物以上 に,そ れ らの身

ぶ り言語(言 語学の用語,こ こでは便宜的に使用)

を多用す る よ うにな り,そ の後 の何 らかの契機

恐 らくは,身 ぶ り言語だけでは足 りな くなっ

た とい う事情④一 に よって,最 初のかんたんな

「ことぽ」の使用 へ と飛躍 を とげたに違 い ない。

動物的次元 からの離陸 とい う点 では,そ の時期が
一致す るかは ともか く,言 語の形成 は道具の製作

技法の進歩,と くに 「道具 による道具の製作」 が

一般化 した段 階に,対 応す る位置を占めている。

もともと,人 類史 は 「初 めに労働 あ りき」,あ

るいは 「道具の使用 あ りき」であって,言 語の登

場 はそれ よ りかな り遅れた。 しか し,そ の登場 の

時期 がいつ ごろで,最 初 の言語 が どんな もので

あったかの解明は,歴 史 の古い道具 の場合 よりも

反 って困難 が大 きい。言語の記録が残 ってい るの

は,文 字が発 明されてか らで あ り,解 読 できたの

はせいぜ い五千年前 まで に過 ぎない。それ以前の

言語 は,何 の証跡 も残 していないので,言 語 の形

成史 のほとん どは闇のなかにあ る。

言語学者は,今 日存在す る多数 の,程 度の差 は

あれ完成 された言語の比較研究か ら,共 通 の祖語

を もつ(で あろう)言 語群 への グルーピングを行

な ってきた。そのなかには,そ れ らの究極 の単一

起源 た とえば,約 十万年前の原初言語の存在

を証明 しよ うとす る企 てもあるが,仮 に原初

言語の存在が証 明されても,そ の形成過程 はさら

に古 い時代へ とさかのぼることになる。言語 の発

達 も道具 と同 じで,そ の使用 は少 な くとも数十万

年の歳月を経 てお り,そ の間に漸進的に形成がす

す んだ と見 られ るが,言 語の年令をめ ぐっては,

諸家 の説 にかな りの開 きがあ る。その推定の もっ

とも確か らしい根拠 は,言 語その ものの形成史的

研究 よりも,化 石人骨の脳組織に残 っている,言

語領域に相当す る部分 の発達 の痕跡 であ る(5)。

道具 もs言 語 も,そ の発達 の特徴 はそれが累積

的であ り,そ の過程が持続 して今 日に及 んでいる

ことである。動物のなかには同様 の事例 はな く,

む しろある範 囲の なかに変異が収れんして,一 つ

の進化過 程 が終 結 に向 かってい るのが普通 であ

る。人類のみが,進 化の過程のあるハー ドルを突

破 した 人類のみが禁 断の木の実を食べた

ことに よって,止 む こ との ない,そ の後 の累 積

的,持 続的発展の可能性が拓 けた と考 えられ る。

その ことは道具 の製作,言 語 の形 成 に ともなっ
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て,生 物学的進化 には 少な くともそれ のみに

は もはや依存 しない,そ れ とは区別 され るタ

イプの発達がは じまった ことを意味 している。端

的に言 えぽ,人 類は道具 と言語 の発達 によ り多 く

依存 しはじめ,生 物学的進化 とは違 って,道 具や

言語その ものが人類集団のなかに集積 され,継 承

され るよ うになっていった。

形成 された言語 は,何 よ りもコ ミェニケーシ ョ

ンの手段 であって,身 ぶ り言語 と共用 された。身

ぶ りもそ うであった よ うに,言 語 は集団のすべて

の成 員 に通 用す るの で なけれ ぽ,コ ミュニケー

シ ョンの手段 として意味 をな さなか った。言語 は
ヘ ヘ ヘ へ

その最初の 「ことば」が,あ る対象を指示す るも

の として(s),集 団の成員 に受 け入れ られた時 に形

成 が始 まったのであ り,そ れ は集団 こそが言語の

生みの親 であった。言語 の起源はその社会性の起

源で もある。

この ことは,言 語の必要性が集団のなかで生 じ
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

た,集 団にとっての必要性であった ことを意味 し

てい る。言語へ の要求が高 まったのは,道 具 の使

用 による身 ぶ りの制約(上 述)も あ ったが,よ り

根源的 には,集 団の生活が次第 に多様化 し,複 雑

化 した ことがその誘 因であ った。 自然的道具 の種

類 がふ えただけで も,人 類 の生活 は以前の単調 さ

とは違 ってきた。 ま して道具が製作 されは じめ,

その製作技法が進 んで くると,労 働 と生活の変化

は大 き くなった。集 団 の成 員が ふ えた こ とも相

まって,集 団のなかに原初的な組織が生 まれ,そ

れが次第 に分化 していった。

このよ うな変化の進行 は,労 働 と生活 を うま く

取 り仕 切 り,集 団 の一 体性 を保 ってい くた め に

それは集団にとって死活の問題であった,

よ り多 くのシグナルを必要 とす る事態であった。

動物 の なか に も,た とえぽ あ る種 の社会 的昆 虫

(例一 ミツバチ)の よ うに,驚 くほ ど精巧 な コ ミェ

ニケーシ ョン ・システムが 見 られ るがの
,彼 らの

生態は概 して固定 した ものであ り,伝 達 の内容が

限定 され てい る。言語 のよ うに持続的発達の可能

性を もった,フ レキシ ブルな伝達手段 は,明 らか

に人類 に固有 のものであ り,そ のよ うな伝達手段

が必要 になった ほど,道 具の発達が促 した生活 の
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変化 は大 きか った と言 って もよい。

上述 の ように,最 初の 「ことば」が どんなもの

であ ったかについて,そ の証跡 を求め ることはで

きない。最初 の 「ことぽ」は名詞であ った,い や

品詞 の塊 りとしての文が先行 した,な どの諸説が

あ るが,い ずれ にせ よ,「 ことぽ」が取 りあ えず

指示 しよ うとしたのは,労 働 と生活 の周辺の11多

様 なるもの"で あった ことは間違 いない。

す なわ ち,食 料(生 物)や 素材 な どの 労働 対

象,労 働(生 活)手 段であ るさまざまな道 具,そ

れ らの道具を使用 し,製 作す る行動,集 団の個h

の成員や集団内でのそれぞれの地位,形 成 されは

じめた原初 の組織 な ど。それ らに加 えて,生 存環

境 である自然界のその他 もろ もろの事象 もr必 要

に応 じて言語化の対象 にな ってい った。それ らの
11多様 な るもの"を

,集 団 の成員 が言語 によって
ヘ ヘ へ

互 いに識別 し合 うことが,労 働 と生活の効率化 に

不可 欠 にな ったわ けで あ り,そ れ はあ る意 味 の
"身辺整理"で あ

った と言 える。

その ような原初言語 の役割は,ご く自然 に,言

語 は労 働 と生活 のため の も う一 つ の'1道 具'で

あ った とす る見解 を導 く(a)。人類 は労働 と生活 の

ために,二 種類の道具を作 った とも言}る 。人類

は 自由に なった 自分 の手 で,初 め は 自然 的道 具

を,の ちには自然物 に加工 した道具 を使い,そ れ

によって労働を軽減 したが,ま た一方では,自 分
へ1

の発声器官(と 聴覚)で,音 声 に加工 した も う一

つの"道 具"を 作 り,そ れを使 うことで,集 団の

さまざまな営み を容易に したわ けであ る。

この ような言語観 は,言 語 と道具の単 なる相似

性を こえて,よ り深 い両者の同根,同 族の素性へ

の関心を呼びさます。つ ま り,言 語 に先行 した道

具 の使用,製 作の経験が,言 語の形成 に何 らかの

形 で寄与 したのではないか。 より踏み こんで言}

ぽ,人 類はモ ノの加工か ら始めて,そ の経験 を土

台 に,よ り次元の高 い無形 のモノ 自らの音声

の加工へ と進 んだのではないか とい う,道 具

と言語 の段階的,相 関的発達の仮説が成 り立つ よ

うに思える。

人類史の起源 における,こ の ような道具 と言語

の相関を考 えてみることが,こ の試論の目的である。
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2言 語 と記憶

起源を考える一r道 具から言語(知 識)へ のルートー

い つ つ あ る,近 年 の傾 向 へ の 肯 定 的 評 価 が あ

る(11)。

心 の活 動 を発 達 させ た要 因 は,人 類 史 自体 の な

言語 が どの よ うにして形成されたか,形 成 を可

能 に した条件は何であ ったかをめ ぐっては,さ ま

ざまなアプローチの試みがある。最初 に,そ のい

くつ かをかんたんに紹介 してお こ う。

まず,身 ぶ りか ら言語への連続性を主張す る,

身ぶ り起 源説 ともい うべ き形 成論 が ある。言 語

は,身 ぶ りのなかの音声が発達 した ものであ り,

身ぶ りと共用 され てい る うちにs身 ぶ りに代わ っ

て コ ミュニケーシ ョンの主役になった。 その よ う

な発達の経過 は,明 らかに身ぶ りと言語 との親近

性を示 しているが,身 ぶ りのなかか ら音声 が特別

に発達 した,ま た発達で きたのはなぜ なのか,身

ぶ り行動の なかにどんな条件 が成熟 し,言 語 の形

成 が可能 になったのかな ど,本 当の意味 の連続性

の説 明 は,身 ぶ り起源 説 のな かには見 当た らな

いo

同様の欠点 は,道 具 も,言 語 も,生 物学的進化

によってその使用や発達が可能になった とす る,

伝統的 な形成論 に も認 め られ る。言語 の形成 に

は,そ れに見合 う発声器官や脳神経系 の進化 が と

もなってお り,そ れ らが不可欠 であった ことは恐

ら く否定 できない。 しか し,「 進化 は何事 も説 明

しない」 と言われ る一面 がある。進化が現実に起

きるのは,そ れを必要 とし,ま た可能 にす る方向
ヘ へ

の圧力が,長 期間作用 し続けた結果 であって,そ

の圧力の正体 それを構成 した諸要因一 が解

明されなけれぽ,進 化 に よる説 明は,反 って問題

その ものを解消 して しま うこ とに もな りかね な

い(9)。言語の進化論的説明に もその印象が強 い。

ピッカー トソ(D.Pickerton)が,言 語 以前 に
ヘ ヘ ヘ へ

おける心の活動の進化,発 達 を重視 し,そ のなか

に 「言語のルー ツ」を見出そ うとした のは,正 し

いア プ ローチの一 つ と思わ れ る(10)。彼 は,言 語

以前における心 の活動 の特徴 を,言 語 の 「下部構

造」 と呼 んで,そ の発達 の始ま りは下等動物 にま

でさかのぼるだろ うと言 ってい る。彼のそのよ う

な見方の背景 には,動 物 の生態の観察例 がふ え,

人類 と動物 の 「心」 の境界 がますます明瞭 さを失

か に もい ろ いろ とあ る。 そ のな かで最 も重要 なの

が道 具 の発 達 で あ り,そ れ を支x..た 心 の活 動 も,

ピ ッカー トン の 「下 部 構 造 」 と同 じ で,言 語 の

ル ー ツ は そ の な か に も あ るか も知 れ な い。 ピ ッ
ヘ ヘ

カ ー トソは,言 語 の属 性 に もっ ぱ ら関 心 を 向 け,

そ のル ー ッを追 跡 して い るが,属 性 を言 う前 に,
ヘ ヘ へ11ヘ ヘ へ

言語 はまず作 られね ぽな らず,言 語を作 るとい う

心の活動が どこで,ど の ように準備 されたのか,

そのルーツがむ しろ問題 である。

その方面か らのアプ ローチは,こ れ まで比較的

少 ない ようであるが,北 原隆が 「道具製作 と言語

使用 において要求 される基本的 な能力の共通性」
ヘ へ

を指摘 し、「石器使用 は,言 語 で使われ るの と同

じよ うな認知能力を促進 させた」 と言 っているの

は,石 器使用で発達 した心理能力 のなかに 「言語

のルー ツ」を求め る、 ピッカー トソによく似た問

題関心 を うかがわせ る。それは,私 が関心 をもつ

アブmチ にも極めて近い。

そのほかにも,道 具 の発達 がもた らした人類集

団の組織化 とくに社会の成立 と言語 との

関係をほとん ど排他的に重視す る,い わ ぽ社会起

源説 な どもあ るが(12),諸 説 の紹 介 は この程 度 に

とどめて,ま ず言語 の特質 か ら見てい くことに し

よう。

言語 は,単 語や文の構成を覚 えなけれぽ,こ れ

を使 用す るこ とが で きず,次 世 代 に教 えなけれ

ぽ,継 承 もされない。少ない事例 しかないが,人

間社会か らある期間隔離 された り,何 らかの事情

で言語 の習得が遅れた幼児は,言 語を覚 えて,話

す ことが著 しく困難 になる。その ことは,幼 児の

成長過程 に言 語の習得 に適 した時期 があ る こと

言語 を習得 しなが ら成長す ることで,言 語に

必要 な脳神経系等の形成が促進 され ること,そ う

い う生物学的素質が人類に備わっていること,

その時期を逃がす と,言 語の習得 は事実上不可能

にな ること,言 い換 えれば,言 語 は適切 な学 習に

よってのみ継承 され るもので,発 声器官や脳神経

系の機能 など,言 語 に必要 な素質が潜在的,生 物
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学的 に継承 されていて も,学 習を欠 いては機能 も

言語その もの も形成 されないことを示 している。

言語 の潜在的素質のなかで,そ の学 習にと くに

不可欠なの は記憶能力である。学習 とは記憶す る

ことであ り,言 語が前 もって記憶 されなけれぽ,

これを使用す ることはできない。 しか し,人 類の

記憶能力 は言語の使用 とともに,あ るいはその 目

的 のため に,初 め て形 成 されたわ けで はな かっ

た。言語 以前 の身 ぶ り言語 も,そ れ が記憶 され

て,コ ミュニケーシ ョソの役 目を果た した し,動

物 の身ぶ りもそ うであった。動物 にも学習行動が

あ り,帰 巣本能 と呼ぼれ る,人 類 には不可能 な種

類 の記憶能力 もある。記憶 にはいろいろな レベル

と種類 があ り(13),いずれ にせ よ,言 語 よ り起源

が古 く,心 理学者 が 「経験 の残存効果」 と呼んで

いるよ うな,生 物 に本来備わ った普遍的 な生存機

能 の一 つ と言}る(14)。 したが って ここで の問題

は,言 語が使用 され るよ うになった ことで,記 憶

とそれに関連す る心の働 きに,ど んな変化が生 じ

たかである。
ヘ ヘ ヘ へ

心 の働 きは,さ まざまな外的 または内的な刺激

に よ り,感 覚器 官 を通 して,知 覚(perception)

が生 じるところか ら始 まる。知覚の成立にはすで

に記憶が関与 してお り(こ こでは思考には触れな
へrヘ へ

い),成 立 した知覚の イ メージはそ のつ ど,選 択

的に記憶 され て,新 た に記憶の内容を構成す る。

記 憶 され た知 覚 の イ メージ を映 像 記 憶(image

memory)と 呼 ぶ ことにす るが,言 語 が なかった

段階 の心 の働 きは,映 像記憶の量 と質に よって基

本的 に規定 されていた(15}。

この映像記憶 の概念は,記 憶 の仕組 や働 きの複

雑 さを正確 に反映 した概念 で はない(注13参 照)。

た とえぽ,知 覚の成立にさいして記憶 との照合 が

行 なわれ る と言 っても,記 憶 された イメージと新

た に生 じた刺激感覚 とは,時 間 も,場 所 も,そ し

て多 くの場合,対 象そのもの も違 ってお り、に も

関わ らず,そ れが シカであって,ト ラではない と

い うよ うな識別が なされ る。言語がなかった段階

か ら,映 像記憶 とはそのよ うなものであった。

また一方,特 定の人や物 がそのもの 自体 として

(知覚のイメージのまま)記 憶 され,そ れ と同一の
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ものとして,新 た な刺激=感 覚が識別 される場合

もあ り,ま た時には,感 覚 の識別 を誤 るよ うなこ

ともあ る。記憶や識別 のそ うした複雑 さにも留意

した上 で,映 像記憶の概念を ここで は使用す る。

ついでに触れておけぽ,た びたび使用す る 「心 の

働 き」 の用語 について も,同 じことが言 える。 こ

の よ うなややあい まいな概念 を使 うのは,最 初 に

ことわ った ように プロパ ーな領域への深入 りを避

け るため であって,「 心の働 き」 は刺激、感覚,

知覚,記 憶 と運動組織 くらいで構成 され

る,単 純 な概念 と考 えてもらえぽよい。

最初の 「ことぽ」が作 られた時,そ れは普通の
ヘ へ

刺激 と同 じルー トで,ま ず知覚 として心に受 け入

れ られ、その イ メージが記 憶 された と考 え られ

る。その意 味で は,言 語 もまた映像 記憶 であ っ

た。 しか し,言 語の特徴 は特定 の対象を指示 して

いることであ り,言 語 を覚}る ことは,そ の音声

(発音)だ けでな く,そ れ が指示 す る対象 との関

係を覚えることであ った。 これ を記憶 の構造 とし

て見 れぽ,記 憶 された 「ことぽ」 は,そ れが指示

す る対象の映像記憶 対象その ものやその知覚

ではない一 に必ず リソクしてお り,記 憶か ら呼

び出されて感覚の照合 などに働 く時 も,リ ンク し

た状態で働 くのがふつ うである。言語 は映像記憶

に リンクす る,特 別 な映像記憶であった。

「ことぽ」 と映縁記憶 との この リソケージ(lin-

kage)は,映 像記憶 の方 が先 に存在 し,「 ことぽ」

があ とか ら形成 され て リソク したので,映 像記憶

の特性に合わせて,言 語 も同 じ特性 をもつ よ うに

作 られた ことを意味す る。 これが ピッカー トソの

言 う 「下部構造」の継承 にほかな らない。た と}

ば,映 縁記憶 が ウマや シ カの よ うな類 であ る場

合,そ れ に リソ クす る 「こ とぽ」 は類概 念 で あ

り,映 像記憶が知覚の イメージをその まま保存 し

てい る場合,そ れ に 「ことば」 を リソクす ること

はネ ー ミング(naming)で あった。

あ る種のサルの集団は,個hの 成員 とその集団

内での地 位 を,互 いに完全 に識別 してい る とい

う。人類の最初 の 「ことぽ」 も,同 様 な識別のた

めの,そ れを より確 かな ものにす る手段 であ り,

成員の呼 び名を決め る類 いの,初 歩的なネー ミソ
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グであったに違いない。 しか し,そ のよ うなネー

ミングだけでは,限 りな く多 くの 「ことぽ」 を要

す る ことにな り,身 辺整 理 の 目的 にはそ ぐわ な

い。言語 の発達 の契機 を よ り多 く含 んで いたの

は,類 概念 と しての,明 らか に効 率 的 な 「こ と

ぽ」の形成であ ったが,そ れが言語以前 からの,

映像記憶 の特性 の継承であった ことは,ピ ッカー

トソの指摘 の通 りである。

ここで,身 ぶ り言語 と言語の違 いにも触れ てお

こ う。身ぶ り言語 が言語の ように対象を指示 し,

特定 の映像 記憶 に リンク していた とは考 えに く

い。身ぶ りも映像記憶 として保存 された と考 えら

れ るが,身 ぶ り(感 覚)の 識別 に働 いた以外 は,

言語 と違 って,い ろいろな映像記憶 との関係は希

薄 であった⑯ 。身ぶ りはむ しろ,「 心 の働 き」の

終着駅である運動組織の反応 であって,対 象を指

向 してはいるが,仲 間の注意を対象に向けさせ る

などの,何 らかの行動を促す シグナルの域を出て

いなかった。

言語が使われ出 しても,言 語は身ぶ りを完全に

代替 したわけではな く,多 様 な身ぶ り言語 は依然

使われた し,言 語 との共用に よって,身 ぶ りが新

たな発達 を見た側面 もある。 それは身ぶ りと言語

の連続性 の証 しの ようであるが,一 方 で,身 ぶ り

と言語の不連続性が きわ立 っていることも否定 で

きない。身ぶ りのなかか ら音声が突出 して,組 織

的 に使 われ 出 した こと、つ ま り,音 声 の変 型 に

よって 「ことば」 が作 られ始めた こと,そ の 「こ

とぽ」が対象 を指示 した こと。それ らは,身 ぶ り

か らの連続性 では説 明で きない変化で あって,人

類が 自らの生存環境 に対 し,そ れまでの本質的に

受動 的な反応 か ら,能 動的行動へ転換 した とい う

重要な事実を示 している。

ある対象をなぜ,あ る 「ことぽ」で指示 したの

か,そ の 「ことば」をなぜ選 んだのかは,現 存 の

各種言語 を比較対照 して も,と くに共通 のル ール

は認め られない と,言 語学 はい う。最初 の 「こと

ぽ」 は叫 び(呼 び声)の 変型 としてr偶 然 にか,

経験 の繰 り返 しの うちに,そ の使 用 が定着 して

い った のか も知れないし,そ うではないかも知 れ

ない。それぞれの集団の棲 息環境 の違 いが,彼 ら

の言語 の特徴 に反 映 した こ とは多 分 間違 い な

い(17)。しか し,「 ことぽ」作 りがた とえ恣意 的,

便宜的な ものであったにせ よ,人 類は対象に対 し

て能 動 的 に な り,対 象 の 映 像 記 憶 に 「こ と ぽ

A」 や 「ことぽB」 を リソクしたわ けであ る。人

類が示 した この能動性の もつ意味 は限 りな く大 き

い 。

人類 は最初 に道具 を作 り,次 に言語を作 った。
ヘ ヘ ヘ へ

のちに見 るよ うに,道 具の製作が生産活動の起点

であった とすれば,言 語を作 った ことは,人 類 の

知識活動 の起点で あった とす るのがふ さわ しい。

原初の人類が雷語 を作 って,使 用 した行動 は,現

代 のわれわれが してい る知識 の創造や伝達 と,ま

た,そ れ らをモノの生産や流通 と同様 に経済的生
へ

産 として認識 している今 日の状況 と,正 確 に対応

している(18)。言語 を作 る ことは道具 の製作 と違

い,ほ とんどが心のなかの作業 であるが,生 産活

動 と知識活動 の統一的理解 には,言 語 を作 るプロ

セスを"も う一つ の道 具"の 製作 工程 と見 な し
ヘ ヘ ヘ へ

て、あ る種の工程分析 を試み ることが適切 ではな

いかと思われ る。

その よ うな観点か ら,言 語 を作 ることは映像記

憶 の1つ1つ に ラベルを貼 ること,そ の ラベルを
ヘ へ

作 ること,ま たは よりドラスチ ックに,心 ののみ

を振 るって対象(映 像記憶)に 刻 印を施す こ とと

定義 で きる。 その プ ロセ スは,2つ の工 程 か ら

成 ってい る。そ の前段 は,「 こ とぽ」 を作 るため

の音 声の造形 で あ り,そ の後段 は,造 形 された

「ことぽ」の対象 の映像記憶へ の リンケージであ

る。前段 の工程では,道 具製作における手の役割

を発声器官が果た してお り,変 型 した音声 を聴 覚

が吟味 し,選 択 して 「ことぽ」が採用 される。一

方,後 段 の リソケージはいわぽ言語 の完成工程で

あ り,対 象 を指示す るとい う,対 象 と言語 との関

係がそこで成立す る。

対象 と言語 との この関係 は,環 境(=存 在)に

対す る人類 の新 しい関わ り方であった。心のなか
ぬ ヘ ヘ へ

に対 象 が 単 に あ らわ れ(知 覚 として),そ の イ メー

ジが 生物 学 的 に残 存 す る(記 憶 され る)だ け で な

く,人 類 が 自 ら作 り,リ ン ク した言 語 に よって,
へiヘ ヘ へ

心の なかに対象 が 「表現」 され,対 象は文字 どお
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り対 象化 された(objectified)わ けで あ る。 言語

の数がふえ,そ の記憶量がふ えるにつれ て,心 の

なかの表現の世界は成長 していった。 それはモ ノ

としての道具 の集積 に対比 され る,心 のなかの言

語 の集積 であ り,心 に形成 されて きた も う1つ の

存在の世界であ った。

人類 の心 は,存 在 との長い交渉の なかで,存 在

に似た構造を もつ もの として形成 され てきた。た

とえぽ,存 在 の世界 が運動 しているよ うに,心 の

なかでも常 に運動 が起 きている。知覚 も,映 像記

憶 も,言 語 も,そ れ らの間 の相互運動は,絶}間

ない リンケージ とデ ィス リンケージ(分 離)の 過

程 として展開 され る。先 には 「ことば」 と映像記

憶 との,1対1の,固 定 した リソケージに言及 し

たが,こ こで言 うリソケージ とデ ィス リンケージ

は,よ り一 般的 な,非 固定的 で頻 繁 に行 なわ れ

る,心 の運動の基本形式 と言 ってよい。 これを言
ヘ へ

語の運動 に即 して考rる と,そ れ こそが思考の形

成過程 ではないか とい う問題 に行 き当たるが,こ

こではその問題 には立 ち入 らない。

ただr言 語 による表現の世界,あ るいはその運
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

動 の重要 な特徴はs記 憶 の存在 とその働 きのお蔭

で,時 間や空間の枠 にも拘束 されず,存 在 の世界

以上 の 自 由度 を もって展 開 され る と ころ に あ

る(is)。もち ろん,こ の初 期的 な表 現 の世界,言

語世界 は,ま だ きわめて不完全 な存在 の コピイで

あ り,そ のなかでの言語の働 きも限 られた もので

あ った。 しか し,人 類が ともか くも存在 の コピイ

を持 ち,次 第にそれ をふや しなが ら,そ の精度を

高めてい くよ うになった ことは,ま さしくその よ
ヘ へ

うにして存 在の認識が始 まった,あ るいは存在 の
ヘ ヘ ヘ へ1ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

知識 を もつ と言 えるよ うな認識 の段階 に,人 類が

進 んできた ことを示 していると言 える。言語 の形

成 を人類の知識活動 の起点 と見 なす正当な理 由が

その点 にある。

3道 具 による道具の製作

人類史の発達の順序 とは逆 になったが,こ の節

で は前 人,原 人段 階 にお ける道 具 の製 作 につ い

て,そ の発達過程 の特徴を考 える。 まず,人 類史
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の年代 をも う一度確かめることか ら始め よ う。

言語が形成 されたのは,恐 らく数十万年前の こ

とであ り,そ れに先立つ百数十万年 もの間,人 類

は道具の使用経験 を積み,そ の製作 にも少 しつつ

習熟 していった。言語の登場 までのその長 い年月

に,道 具 の製作技法 とそれ を支 えた 「心 の働 き」

は,ど のよ うな水準まで到達 していたのか。

最 初に道具 を使用 した前人(ア ウス トラロピテ

クス)は,人 類 に近 い生物 学的特徴 を もつ が
,い

まだ人類 ではな く,彼 らの道具使用 も,動 物の次

元 を超 えるものではなかった。道具の製作 に類す

る行動 も見 られたがrそ れは石 を岩にぶつ けて割

り(荒 割 り),そ の産物 であ る不規 則 な碑片 を,

恐 らくは餌物の肉を切 り裂 くなどに使用 したに過

ぎない。それ らの砕片の不揃 いは,彼 らが製作行

動 をほとん どコン トmル で きていなか った こと

を示 している。

その段階 よ り進 んだ,道 具の製作行動 の名に値

いす る ものは,前 人の終わ りごろ(後 期前人,ハ

ビルス)か ら現れ は じめ,次 の原 人(原 子人群)

段 階で,握 斧(両 面加工石器)に 代表 され る製作

水準 に到達 した ことが分 かっている(20)。

原人 は 「形成 しつつ あ る人類」の総 称 で あ る

が,こ の過渡的人類の時代 は百五十万年以上 に も

及ぶ期間であ り,そ の間の原人 自身お よび道具 の

進化,発 達 の速 度 はsま こ とに遅hた る もので

あ った。その経過 を正確 に復原す ることは,手 掛

りとなる遺跡,遺 物 の発見 がふ えてい るとは言

え,な お困難であ り,道 具 の製作技法の進歩,労

働 と生活 の変化,原 初 の組織 や社会の成立,さ ら

に言語 の形成,意 識の発生 などが,ど の ように相

関的に進行 したかをめ ぐって,パ ラダイム的な諸

説が競合 しているのが現状 と言 って よい。

しかしs道 具が製作 され,そ の種類がふえ,技

法が少 しつつ向上 してい くことは,そ れ らが稚拙

なものであって も,や がて,人 類 の進化の方向を

規定す る重要 な意義を帯 びていた。 もともと道具

の使用 は,人 類や動物 が自然物 を利用 して,そ の

生物学的能力 を補強するすべを覚 えた ことであ っ

た。 ま して,道 具の製作技法 が進 んで くると,そ

れは生物一般 の進化 とは区別 され る,人 類 の新た
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な環境適応行動である とい う,事 柄の性質がは っ

き りしてきた。

セ ミョーノブ(ユ ・イ)が 言 うよ うに,道 具の

製作行動 はそれ 自体が環境適応行動 とは考 えに く

い。道具を製作 したのち,そ れを労働や生活に使

用する場面で,人 類 ははじめて環境 と格闘 し,環

境 に適応すべ く行動 してい る。人hは この ことか

ら,迂 回的生産 の定義 を思 い浮 かべ るだ ろ う。道

具 の製作 とい う"回 り道"を 覚 えたおかげで,原

初 の人類は蛍働生産性を向上 させた一一 身体的能

力を補強 した だけで な く,本 質的 に,生 物学

的 進化 へ の依存 か ら脱却 す る道 をた ど り始 め

た⑳ 。それ は言語 の形 成 よ りは るか以前 に起 き

た ことであ り,長 い年代 の幅を もって進行 した こ

とであるが,セ ミヨー ノブは道具製作が もはや環

境適応 ではない点を捉 えて,こ れを生産活動 の起

点 と見な している。

人類の道具利用の発達 は,と くに石器 の使用 と

製作 に負 うところが大 きい。動物 が使用 した木の

枝や葉 の類い 人類が使用 した木器,骨 器 もあ

る程 度 そ うだ が一 一は,ほ とん どがそ の場限 り

の,い わ ぽ使い捨 ての道具であ り,保 存が きかな

い し,そ れ らに加工す る技法 も未熟であった。 そ

れに対 して,石 器は物的形態 を保 って,集 団のな

かに長 く継承 され,今 日にまでその証跡を残 して

いる。 この物 的形態に よる継承 の確 かさは,単 に

石器を集積 させただ けでな く,そ の製作技法 の継

承をも容易にしたに違いない。

つま り,道 具の物的形態 は,そ のなかに製作技

法が結 晶しているモ ノであ り,モ ノの継承がす な

わ ち製作技法の継承で もあった。 もちろん,道 具

を見ただ けで その製作 技法 が分 か るわ けで はな

く,技 法 の継承 にはや は り学 習が必 要 で あった

が,製 作の 目的であ り,製 作 の痕跡が残 っている

モ ノ(道 具)の 存在 が,技 法 の学習 を助 けたであ

ろ うことは想像 にかた くない(22)。

当時は身ぶ り言語の時代であ り,道 具 の製作行

動 もある種 の身ぶ りであ るか ら,身 ぶ りを模倣 し

て習得す るよ うに,製 作技法 も習得 された と考 え

られ る。それは条件反射的行動の範 囲内で も可能

な ことであ り,「心 の働 き」 に即 して言 えぽ,モ

ノの存在 によって支援 された,映 像記憶 のみに依

存す る学習行動であ った と言 える。 その ことは,

学習を容易 にす る言語 をもたな くて も,製 作技法

のある程度 の水準への発達が可能であった ことを

推測 させ る。

じっさい,当 時の石器製作 にはすでに,製 作技

法 の段 階を画 した重要 な特徴 があった。石器を例

外的 にしか使わない動物 の場合,そ の製作行動は

石をそのまま使 うか,木 の枝か ら不用の小枝や葉

をそ ぎ落 とす な どの,体 の一部(手 や 口や くちば

し)を 使 った加工行動 に限 られ るが,石 に加工す

るためには別の石 が必要であ った。石を もって石

を打 ち,削 り,磨 くことは,ま さ し く 「道 具 を

もって道具を作 る」技法 の始 ま りであ り,今 日の

生産 の特徴で もあるこの技法 の証跡 は,前 人後期

の段階ですでに認め られ る。 セ ミヨーノブは原人

段階 におけるこの技法の一般化 をもって,生 産活

動の…応の確立であるとしてい る。

原人段階ではその後,そ れ に匹敵す るような製

作技法 の新 た な革新 は起 きていないので,「 道具

に よる道具の製作」(石 器)の ゆ るや かな発達 の

過程 のある時期か ら,言 語が使われ出 した と考 え

ることがで きる。 したが って,道 具の製作 と言語
ヘ へ

の形成 との相 関の考察 には,「 道 具 による道具 の

製作」 に的を しぼって,そ の製作行動の特徴を整

理す ることが必要かつ充分であると思われる。

道具の製作 を言 う場合,こ れまでは労働のため

と生活 のための道具 を区別せず 労働 と生活 の

境界 もはっき りしていなか った,一 括 して道

具 と呼んで きたが,道 具 による道具 の製作 の始ま
ヘ ヘ へ

りは,新 たに製作 の手段 としての道具,つ ま り工

具の種別が生 じた ことであった。工具 を使わ ない

製作作業 は単純 で あ り,道 具 に適 した素材探 し

その大 きさや形や材質の選択一 と運搬がむ

しろ作業 の中心 であったが,工 具を使用 しはーじめ

ると,新 たな作業 が加わ った。す なわ ち

(1)工 具に適 した素材探 し。

② 場合に よっては そして次第に一般化 し

た その加工(工 具の仕上げ)。

⑧ 工具を使 うことで,以 前 よ り複雑にな り,

コソ トロールの必要性が増 した製作作業(目 的の
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道具の仕上げ)。

明 らかにこの段階で,製 作作業はその名にふさ

わ しい内容 と形式を もった と言 える。 この うち②

については,言 語が形成 された時期 までに,工 具

の加工が どの程度一般化 していたかは明瞭でない

部分 もある。 しか し,道 具に よる道具の製作が始

まった以上,よ り良い素材 とともに よ り良い工具

が求め られ,そ の加工 の精度が次第に高 まること

一 のちには工具の準備 にもまた工具が使われる

よ うになる は論理的必然である。言語の形成

期 にこだわ らなければ,生 産活動は実際 にその よ

うな発達を とげたのであって,こ こでは,そ うし
ヘ ヘ へ

た生産 の連関的発達へ の兆 しが,早 い段階か らあ

らわれていた ことに注 目してお こう。

次 に,上 記((1)～(3))の 作業パ ターソをふ まえ

なが ら,そ れを支 えた 「心の働 き」の方 に関心 を

移 して,製 作作業の全体を も う一度整理 してみる

と,次 のよ うになる。
ヘ へ

(1)最 初 に,あ る使用 目的一 一狩猟や調理や外
ヘ ヘ ヘ へ

敵 の 防衛 に適 した道 具 の イ メー ジが あ る一 一

イ メ ージ を 「心 に思 い浮 か べ る」。

② 次 に,そ の イ メー ジー一 つ ま りは道 具 の使
1へ

用 目的一 一にか なった素材 の選択(素 材探 しと運

搬)が 行 なわれ る。

(3)続 いて,そ の素材 を変型 し,道 具 のイメー
ヘ ヘ ヘ ヘ

ジを実現す るよ うな,合 目的的な加工作業が遂行

され る。

(4)道 具 による道具 の製作では,(3)の 加工作業
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

に とって合 目的的 な,工 具 の準 備 作 業 が さ らに 必

要 であ る。 そ の作 業 は,実 質 的 に は上 記(1),(2},

(3)の繰 り返 しで あ り,た とえぽ(1)は,あ る加 工作
1ヘ ヘ へ

業 で 使 うと い う使 用 目的 に か な った 「工 具 の イ

メー ジ」 とい うこ とにな る(23》。

一 見 して分 か るよ うに
,こ の(1)～(4)は それ ぞ れ

が 目的 行 動 で あ り,そ れ ぞ れ の行 動(作 業)は そ

れ ぞ れ の 目的 に従 属 して い るが,そ れ ぞ れの 目的

同士 も互 い に連 関 してお り,下 位 の 目的 が上 位 の

目的 に 従 属 し な が らr最 終 的 に は(1)の 道 具 の イ

メー ジ,あ るい は そ の使 用 目的 に よって統 制 され

て い る。 これ を 「心 の働 き」 の場 面 で 見 る と,(1)

～(4)の 行 動(使 用 目的 の行 動 を含 む)は そ れ ぞ れ

一59一

映橡 記憶 一連 の動作 がつ なが った やや複雑

な として保存 され ているはず なので(注16参

照),そ れ らの映像 記憶 の間 に リソケージの連環

が生 じ,し か もその全体 が最終 目的であ る道具の

イメージー 《1}の 映像記憶一一一一に よって統制 され

ていることにな る。

しか し,こ の ような 目的行動の連環 は,整 理す

る と二つ の製作作業の リソケージに集約 され る。

上記(1)～(3)の製作作業は,動 物 の製作行動 と本質

的 には変わ らない レベルの ものであ り,そ れ に(4)

の工具 の準備が加わ った ことで,初 めて人類 に固

有の製作行動になった。 しか も,(4)の 工具 の準備

は(1)～(3)のサ イクルを繰 り返 し,そ れ と同質の製

作作業 に成長す る潜在可能性を初めか らもってい

た。 したが って,(1)～(3)と(4)の 間の リンケージに

は,二 つ の同等 の製作作業 をつないだ とい う,他

の連環 とは区別 され る意義 を認めね ぽならない。

以上 をふ まえて}原 人段 階の製 作行動 の特 徴

は,二 つ の同等の製作作業が リンクされた こと,

最終 目的 の道具 のイメージによる統制 が,そ の リ

ンケージを通 して働いていること,工 具の加 工に

もまた工具が使われ るとい う形 で,リ ソケージが

さらに別 の製作作業 につなが り,連 環が伸 びてい

く可能性 が潜在 していた こと,の 三点 に要約 され

る。製作技法の発達への道 は,ま さしく工具が使

われ ることによって拓かれた と言 える。

以上 の分析を,念 のため,一 般に行 なわれてい

る分析 と比較 しておこ う。一般には,石 器 の製作

行動 を動作 の個hの 単位 に分解 して,石 器技術の

進歩 を追跡す る場合 が多 い。た とえば,「 ただ一

発 の加撃」 に始 ま り,「一発 が二発 にな り,複 数

に な り,加 撃 の方 向を変 え,力 量 に強弱 をつ け

……多様 な加工 を施す ことが可能 になった」(戸

沢充足)と い うよ うなこ とになる。 そ こには明ら

かに 「連続 した打撃 を結合 す る能 力」(北 原隆ほ

か),つ ま りは心の統制力 も働 い てお り,打 撃 の

「結合」 とい うの はや は りリソケージ,あ るいは

リンケージの連環 に違 いない。

しか し,こ のよ うな技術進歩 には,経 験e試 行

錯誤 によって習得 され る,熟 練の範 囲に属す るも

の も含 まれてお り,打 撃の 「結合」 とい うの も,
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一つ の製作作業ないし工程 における動作 の連続,

そのために必要な限 りでの統制力 の働 きである。

それ もまた技術 と 「心の働 き」の発達過程 には違
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

いないが,道 具 と工具それぞれの製作作業の結合

とは,「 心 の働 き」 の レベルが違 うで あろ う。道

具 と工具の製作 は,そ れぞれの作業 内容,そ れを

構 成す る動作 の一つ一つが本来的に違 うもので,

それ らの総体 と総体 が結合 された所 に,こ の場合

の リソケージの重い意味がある。それ には打撃の

結合 よ りも,は るかに強 い統制力を必要 とした。

ともあれ,人 類は石 をもって石に加工す ること

によ り,自 然を変型す る経験 を積 んだ。変型 に対

す るモ ノの側の抵抗は強 く,人 類 は筋力 を最大限

に発揮 して,対 象の石に挑 まね ぽならなかった。

その強烈 な抵抗感 と努力 の持続 の経験 が,自 然 に

立 ち向か う強い心 の統制力 と,自 然は人間の力で

「変型 で きるもの」 とい う確信 を育 てた に違 いな

い 。

4道 具 と言 語 のア ナ ロジー

言語の道具 との相似性は,そ の用途 に関連 して

言われる場合が多い。言語 は コ ミュニケーシ ョン
ヘ ヘ ヘ へ

の手段で ある,ま た,思 考の道具であるとい う類

いである。 しかし,人 類の発達史の観点か らは,

先行 した道具の製作 と使用の経験 か ら,後 発 の言

語 に何 が継承 されたのかが問題であ り,近 年 は心

理能力の継承が重視 され るよ うにな ってい る。

先 にも引用 したが,北 原隆(ほ か)は,石 器 の

使用が 「言語で使われ るのと同 じよ うな認知能力

を促進 させた」 とし,そ の著書 の各所 で,次 の よ
ヘ ヘ ヘ へ

うな知的能力の発達を指摘 している。

(1)長 い時間T注 意を集中 させ続け る持続的行

動(そ れをさせる知的能力)

② 自らの行動 を頭のなかに思 い浮かべ る能力

二次的道具,つ ま り工具の使用 に関連 して。

(3>場 所 と時間の限界をの りこえ られ る能力。

(4)自 分の今 までの行動 を思い起 こす能力。

これ らの知的能力が石器 の使用 に よって促進 さ

れ,言 語 の使用 に継承 された ことは確 かで あろ

う。ただ,以 上の引用で石器 の使用 と言 い,「 言

ヘ ヘ へ

語で使われ る」 と言 う場 合,石 器 の製作 と言語作
へ

りとの対応,継 承が どうなのかが,北 原説では必

ず しも判然 としない。 この小論では,言 語 のもっ
ヘ ヘ へ

とも道具的 な特徴は言語作 りのプロセスにあると

考 えているので,以 下その観点か らの対比 を試み

たい。

すでに見た よ うに,言 語は人類 自らの音声の変

型 であるが,音 声 も 自然(二 存在)の 一部 であ る

か ら,言 語作 りも道具の製作 と同じ意味で,自 然

を変型す る人類 の能動的行為 に違 いない。道具の
へ

製作 と使用 には主 に手を使い,筋 力を使 うが,言

語作 りとその使用 には発声器官を使い,そ のさい

実際は筋力 も使 っている。 しか し,石 の加工 と発

声 とでは筋力 の使用 の程度が違い,言 語作 りや発

声に筋力を使 っているとい う自覚は,原 初の人類

には恐 らくなかったで あろ う。その点で,言 語 の

形成 はま さし く筋 肉労働 と頭脳労 働 の分 岐点 と

言 って よ く,し たが って,知 識活 動 の起 点 で も

あった。人類 は自らの筋力 によるハー ドな石の変

型か ら,恐 ら くはその経験 を土台に,ソ フ トな音

声の変型へ と進 んだに違いない。

言語 を作 るプロセスは,二 つの工程に分解 され

るこ とを先 に指摘 した。音声 を変 型 して 「こと

ば」を作 る第一工程 と,そ の 「ことぽ」を映像記

憶 に リソクす る第二工程であ る。 このニ工程構成

は少 な くとも一見 した所,道 具製作 のそれに相似

してい るので,前 節 で道具【一道具製作(道 具によ

る道具の製作,以 下 この略記を使用)の 特徴 として
ヘ へ

要 約 した三 点 を も とに,道 具 か ら言語 へ の継 承 関

係 を考}て み よ う。

まず,道 具 か ら言 語 へ の継承 が も っ と も確 か ら

し い の は,リ ソ ケ ージ と い う 「心 の 働 き」 の パ

タ ー ンで あ る。 ここで 言 う リン ケー ジは,も ち ろ

ん二 つ の製 作 作 業(二 工程)の 間 の リン ケー ジ で

あ り,道 ●a'7C一道 具製 作 に も,言 語 作 りに も,そ の

よ うな結 合 が存 在す る ことは 明 らかで あ る。 この

リソ ケー ジに よって,道 具 の製作 は人類 に固有 の

も の と な った の で あ り,「 心 の 働 き」 の そ の パ

ター ンがで きて いな けれ ぽ,言 語作 りの二 つ の工

程 の結 合 は実現 しな か った よ うに思 わ れ る。

道 具 と言 語 の 間 に は,一 方 が モ ノの加 工 で あ
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り,他 方 は心のなかの,無 形のモ ノの加工 とい う

違 いがあ る。道具}道 具製作では,そ の産物 とそ

の上に残 る作業 の痕跡 が,モ ノとして保存 され,

モ ノの存在 に支援 されて,製 作技法 も記憶 され,

保存 された。それに対 して,言 語作 りはモ ノに依

存 しない作業であ り,そ の作業 も,作 られた言語

も,心 に記憶 され る以外 の保存 の方法 が なか っ

た。

その ことは,道 具か ら言語,モ ノか ら無形 のモ

ノへの移行 に,記 憶能力 の強弱が関わ っているこ

とを示 してい る。初期人類に とっては,モ ノに支

援 された記憶 の方が当然容易であ り,モ ノに依存

して 「作 る」経験を重ね る うちに,製 作技法が少

しつつ発達 し,そ れにつれて記憶能力 も次第 に高

ま り,そ の到達点 として,モ ノに依存 しない,記

憶のみによる保存,継 承,そ して無形 のモ ノの加

工が可能 なまでに,記 憶能力の レベルが向上 した

と考 えられ る。

しか し,記 憶能力の向上のみが,道 具 から言語

への移行 を支 えたわけではなかった。r心 の働 き」

の継承 として よ り重要 なのは,リ ンケー・ジを通 し

て働 く統制 力の継承 である。記憶能力 自体 も,統

制 力を構成す る欠かせ ない因子 と考 えるべ きで,

統制力 の概念 はそれだけ複雑 な内容を もつ。統制

力 は(心 理学な どの)慣 用語 ではな く,そ の 内容

を明確 に定義 して使用 してきたわけで もないが,

慣用語 を避 けた ことにはい くつかの理 由がある。

そ の説 明は注 記 に委 ね るが(24),関 連 の プ ロセ ス
ヘ へ

をここでは工程 と見 な して考察 していることもそ

の理 由である。

統制力の働 きは,道 具を作 ろ うとす る意志(目

的意識)か ら生 じて い る。「最 初 に,道 具 の イ

メージを思い浮 かべ る」 と習われ るよ うに,道 具

(や言語)の イメージを統 制力 の源泉 と考 えて も

よいが,そ の上流 には さらに道 具(や 言語)の 使

用 目的が ある。た とえば,狩 猟や採取 な どの生産
ヘ ヘ ヘ へ

的作業が,そ れ に適 した合 目的 な道具 を要求 し,
ヘ へ

次に,道 具 のイメージがそれを製作 する作業 を統

制 する とい うようにつ なが っている。つ ま り,統

制 力は作業一道具一作業 とい う連環 の構図で働 く

わけであるがyこ こまで はまだ工具を使わない,
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単純 な道具製作の連環であ る。

この単純 な連環 は,石 器 の製作 がは じまると,

作業一 瞳圓 一作業一 匡 墓1一作業 とい う長い連環

になった。新たにつ なが った 匡 碧 一作業の環 は,
ヘ へ

直接 にはそれ 自身 の 目的,つ ま り,道 具の加工作
ヘ ヘ ヘ へ

業 に使われ るとい う,工 具 の使用 目的 によって統

制 され ている。道具(石 器)の 使用 目的 とその イ

メージに加 えて,工 具の使用 目的 とその イメージ
ヘ へ

とい う,統 制 力の 中間 の源泉 が生 じた わ けであ

る。 この中間の源泉が 自立 した源泉 にな る可能性

を もって い た こ と は,匡 墓ト 作 業 の環 がi_....

一作業 と並ぶ工程 に成長 した こと
,後 になって,

特定 の瞳圓 一作業 のみ につ なが る リンケージの

関係が,次 第 に薄れていった ことか ら分 かる。

つ ま り,新 たな リンケージに もとつ く石器製作

(道具一道具製作)の 連環 は,単 発的 な動作 の統制

にはじま り,や がて複数の動作,異 なる動作の連

続 をも統制す るようになるとい う,一 つの製作作

業(工 程)に おける技法 と統制力の発達 とは違 う

ものであった。 瞳國 一作業 と匡墓1一 作業 とは,

作 ろ うとす るモ ノの使用 目的が異 なるので,本 来

相似 した作業 で あ るべ き理 由が ない。 その よ う
ヘ ヘ へ

な,い わ ぽ別hの 二 つ の作 業 がつ なが ったの は,
ヘ ヘ ヘ へ

Yの 使用 目的 とい う一点 に おいて であ り,そ

れが リンケージの要(か なめ)の 継 ぎ手 になって

いる。 その よ うにして,二 つの使用 目的,二 つの

統制力 の源泉 がつ ながった ことが,リ ンケージの

本当の意味 と言 って よく,そ れを他の連環 とは区

別 して重視す る理由で もある。

同 じことが,言 語の場合 にも成 り立つか どうか

を確 かめてみ よ う。そ こには道具一 道具製作 との

相似性 とともに,そ の反面では明 らかな相違点 も

認め られ,そ のいずれ もが道具 か ら言語への継承

に関わ りを もってい る。

まず,上 記 の連 環 を言語 の場 合 に書 き換>2..る

と,作 業(コ ミュニ ケーシ ョン)一 匿調 一作 業

(映像記憶 との リソケージ)一[蔓 璽 一作業(音 声

の造形)と い う連環 に なる。道具 の場合 と同様,

翻 一作業 と[姻 一作業 とい う,本 来相似性

のない工程がつなが ってお り,そ の リンケージに

よって言語作 りが実現 した こと,言 語の使用 目的
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とそのイメージが統制力 の源泉 にな り,そ の統制

力が リンケージを通 して働いていることは,こ れ

らの工程 と 「心 の働 き」 のパ ターソが,道 具≒ 道

具製作か らの継承 であることを強 く印象づ ける。

しか し,道 具 と言語の連環 には,リ ンケージの

要(か な め)が 一 方 は[璽 で あ り,他 方 は

匡璽,つ ま り素材 で ある とい う違 い があ る。

それぞれの連環 の二つの工程 を,上 流の作業,下

流 の作業 と呼 ぶ ことにす ると(25),経 済学 的 には,

工具 も,素 材 もs上 流の作業で使われ る生産手段

であ り,し か も,と もにそれ 自身の下流の作業を

統制 してい る点で,道 具 と言語の この違 いは一見

解消 され るよ うにも見 える。 しか し,問 題 は道具

と言語それぞれ における,下 流 の作業 の形成 とリ

ソケージの仕方の違いにある。

道具 の場合は,工 具が使われる以前 から,単 純

な道具製作が行 なわれてお り,上 流の作業がそれ

だけで存在 していた。その上流 の作業 で工具 が使

わ れ出 した ことは上流 の作業 そ の もの の発 達 で

あった。 しか し,同 じことは言語 には当てはま ら

ず,「 ことぽ」が作 られ る以前 か ら上流 の作業 が

存在 し,何 らか不完全 な言語が使われていた とは

考 えに くい。不完全 な言語 として,あ えて 「身ぶ

り言語」を想定 してみ て も,言 語 の上 流 の作業

は,対 象の映像記憶 との一対一の リソケージであ

り,本 来 「ことぽ」が なけれ ぽ成 り立たない作業

なので,「 ことぽ」の ない上流だ けの作業 単

純 な道具製作 に相当 を,「 身ぶ り」 に置 き換

えて具象化す ることはむずか しい。

つま り,言 語作 りの上流 と下流の作業,工 程 は
ヘ ヘ ヘ へ

同時的に成立 し,そ れ以外には成立 し得 なかった

と考 えるしかない。 このよ うな同時的成立は,道

具一道具製作において,上 流 と下流の作業の リン

ケージが先に成立 してお り,そ の リソケージを通

して働 く強い統制力が存在 したのでなけれ ば

そこまで人類の能動性が高まっていなけれぽ一 一,

可能であった とは考 えられ ない。つ ま りは,こ れ
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

らの作業 と 「心の働 き」 のパ ターソの,道 具門道

具製作か らの継承 を想定す るのが自然 である。 リ

ンケージと統制力がなけれ ぽ,言 語 もなかった。

連環 における 匝翼 と[姻 の違 いは,道 具 と

言語 の発達パ ターンの違 いを も規定 している。道

具r道 具 製作 にお いて,製 作技法 を本 質的 に高

め,将 来の発達への道を拓 き,次 第 に多種類の道

具の製作を可能 にしたのは,基 本的 には工具の発

達がそのか ぎであった。 しか し,工 具の発達は主

として リンケージの環 を伸 ぽす こ と,つ ま り,

國 一作業 に もまた工 具 が使 われ る とい う,連

環的発達 にかかってお り,一 つで も リソケージを

伸 ばす ことはかんたんには実現 しなかった。

言語 の場合 も,「 ことぽ」をふやす こ と,つ ま

り,言 語 の発 達 の か ぎが[璽 一作 業 の環 に

あった ことは,道 具 におけ る[璽 一作業 の環 と

同 じであった。 しか し,そ の発達は道具の場合の

よ うに,リ ソケージの環 を伸 ぽす ことではなかっ

た。「ことぽ」をつ ぎつ ぎに作 り,初 めか らそ こ

にあ った映像 記憶 につ ぎつ ぎに リソクす ること

で,言 語 はふ える。「こ とぽ」や映像記憶 はその

つ ど違 って も,そ れ らをつ な ぐリンケー・ジの作業

はほ とんどいつ も同 じであった。 同一の作業をて

ことす る,並 列型,増 殖型 の発達が言語 の特徴 と

言 える。

言い換 えれば,言 語の場合 は道具 に比べて,よ

り自由度を もって発達で きる条件 があった。道具

の発達 は,つ ね にモ ノの性質 によって制約 されて

いた。前 に触 れた よ うに,瞳 墓1一 作 業 と匡墓

一作業 は本来相 似す る理 由がな く
,道 具 が違 え

ば,作 業 の違いはい っそ う大 き く,そ れぞれが独

立的 に発達 をとげねぽな らない宿命 があった。言
ヘ ヘ へ

語 の場合 の異な る素材の リソケージとい う,単 一

の作業の繰 り返 しで は片付かなか ったわ けで,そ

の ことが道具の発達の足 どりの重 さを説明 してい

る。

しかし,言 語 の発達に も制約が なかったわ けで

はない。言語 には記憶以外の保存 の方法がなかっ

たため,忘 却 とい う保存 の限界 に常にさらされて

いた。記憶能力が向上 した とは言 え,そ の限界 は

言語 の発達 を妨げた と考 えられ る。その状態 に転

機が訪れたのは,人 類が文字を発 明し,モ ノの上

に言語 を刻み,保 存す ることを始 めた時 であ り,

それ は,今 か らわ ず か一 万年前 の ことに過 ぎな

い 。
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5む す び

不充分 な点が多 く残 ったが,今 回の試論は ここ

までに した い。不充分 さを言 えぽき りがないが,

た とえぽ言語 の社会 起源説 に関 して も,社 会 に
ヘ ヘ へ

とっての言語 の必要性 とは別に,人 類集団のなか
ヘ へ

の人的関係,社 会的関係 と,言 語の構造 とのアナ

ロジーが成 り立つ よ うに思われ る。ただ,言 語 の

構造 にまで範 囲を拡げる と,言 語作 りへ の関心 か

らは行 き過 ぎになるだろ う。

終 わ りに,「 表 現」 とい う視 点か ら,道 具 と言

語の対比を総括 してお こう。人類が石器 を製作 し

はじめ,そ の上 に残 した作業 の痕跡 は,そ れを作

ろ うとした 「心の働 き」の痕跡で もある。 人類が
ヘ ヘ

モ ノに刻 んだ最 初の記録 と言 うべ きか も知 れ な

い。言 い換 えれ ぽs人 類は まず モノの上 に 「心 の

働 き」 を表現 した。

人類 はモ ノの加工 に続いて,音 声 とい う無形の

モノに加工 し,言 語 を形 成 した。「ことぽ」を映

像記憶 に リンクした ことは,こ ん どはモノの上で
ヘ ヘ へ

はな く,心 のなかの映像記憶 をいわぽ刻んだ こと

であ り,そ れが言語 による対象の表現であった。

この対象 の表現(言 語)は コミュニケー トされた

が,そ の保存 は何度 も言 うように,記 憶 に依存す

る以外の方法がなかった。

それか ら数十万年 を経 て,人 類 はふたたびモノ

を刻み,モ ノの上 に表現す るよ うになった。 それ

は恐 らく道具の発達の結果 であったが,人 類 は道

具 を用いて,洞 窟壁 などに動物の形や心の思 いを

刻み,や がて,文 字の発 明がそれに続いた。人類

の言語は記憶能力 の制 約か ら解放 され,知 識活動

が飛躍的に発達す る条件 が整 った。 それは,知 識

活動 の発達が モノに依存す るよ うにな り,生 産活

動 の発達 と深 く関わ り,そ れ に組み こまれ るよ う

になった起点で もあった。

このよ うに,人 類 の発達 史はモ ノ(道 具)か ら

無形 のモ ノ(言 語)へ,そ してふた たびモ ノ(文

字)へ とい う軌跡 を画いている。

(こ の小論 は 「知識産業 に関す るメモ マ ハ ル フ

の概 念 を 中 心 に 」(『経 済 貿 易 研 究』No.17,

1990年,神 奈川 大学経 済貿易 研究 所刊)の 継 続 研究

である)。

(注)

(1)「 言語 の使 用 は(身 振 りの利 用 を制 約 す る)道 具 の慣 習

的利 用 と人 間の知能 の進歩 とに明 らかに結 びついて いる。
…言語 と人 間の知能 は同 一の進 化論的発 達 の二側 面 と考 え

る こ とがで きる。」(N・P・ ピッカー ソン 『ヒ トと コ トバ

言語人類 学入 門』,高 原修 ほか訳,1974年)

(2)チ ャン ・デ ュク ・タオ(TranDucThao)『 言 語 と意識

の起源』(花 崎皐 平 訳,ユ979年)は,ア ウス トラ ロ ピテ ク

ス(前 人)を 「道具 としての性 質を もつ さまざまな 自然的

諸対 象の体系 的利 用を行 なった霊 長類」 と規定 して いる。

㈲ 人類が 製作 した 最古 の 道具 は ア フ リカで発 見 され て お

り,と くに タ ンザ ニ アの オル ドヴ ァイ の遺 跡 で は,約180

万年 前 か ら1〔}O万年 以上 にわ た って,人 類が 製作,使 用 し

た各種 の道具(石 器)が 出土 してい る。 その間 の道 具の発

達過程 を克 明にた どる ことが で きるが,そ れ は遅 々とした

発達 の証擦で もあ る。

(4)そ れが どん な事情 で あ ったか が諸 説 の岐 れ る所 で あ る

が,そ の なか で説得 牲が あ る一一一例 「食物 分配 と分 業 に

よる協 力 は,グ ル ープの メソ・a間 の社会 生活 におけ る,

微妙 な調整 を必 要 とす る。 この よ うな理 由に基づ いて,言

語 は,初 期 人類 が上記 の よ うな社 会生活 を始め るや否 や,

大 きな価 値 を もつ よ うに な った と考 え られ る」。(働 物
一 その適応戦略 と社会』第13巻

,北 原隆 ・乗越皓 司 「道具

の起源」,1986年)

㈲ 今 日の諸 言語 か ら原 初言 語 へ さか の ぼ ろ うとす る試 み

は,言 語学考 のな かに も不 可能視 す る意 見 が多 い(Phllip

ERossHardWords,ScientificAmerican1991April)d
一方

,道 具の遺 物や化石 人骨 に言語 の証跡 を求め る と,一

挙 に100万 年 以上 さかのぼ るこ とに な るが,言 語 の形 成の

間接的 な証明手 法で ある こと,人 類 の生活様 式 との関連が

あ る ことな どか ら,形 成 の年代 には大 きな見解の差違 が生

じる。

(6)言 語 が対 象 を指 示 す る こ とは,広 く受 け入 れ られ てお

り,心 理 学 で は 「意 味(Sinn)を 語 や 文 の 指 示

(Bedeutung)と して理解 す る」(JurgenHabermas,森 元

孝 ほか訳 『意 識 論か ら言語 論へ』,1990年)の が一一般的 で

あ る。 しか し,こ の論文 では 「意 味」の議論 に は立 ち入 ら

な い。

(7)カ ール 。フォ ン ・プ リッツが報告 した ミツバチ の 「ダ ン

ス言 語」 の要 点 は,次 の よ うな もの で あ る。 グ リフィン

(DonaldR.Griffin)『 動物 は何 を考 えてい るか』,渡 辺政

隆訳(1989年)よ りの引用 。

1一 匹 の働 きバチ(食 物等採 集係)が,巣 盤 の上 を8の 字

を描 くよ うに歩 きまわ り,一 秒間 にお よそ13回 の割合 で尻

振 りダンスをす る。そ の体 に頭 と触 角を押 しつ けなが ら,

何匹 かの働 きバチがつ き随 う。

2食 物 とか,そ のほか の必 需品が コロニーに不足 してい る

ときだ け,尻 振 りダソスは演 じ られ る。つ ま り,ダ ソサ ー
ミ ヘ ヘ ヘ へ

の収集 係は必需 品の不足 を知 ってい る。

3働 きバチは多 くの時聞,巣 内を歩 き回 り,ほ か のハチ と

触角 を触 れ合 った り,胃 内容物 を吐 き戻 して交換 し合 った

りしてい る。 それが社会的 コ ミュニ ケーシ ョンと食物 の分

配の重要 な手段 であ り,採 集係 のハチ はそれ によって必需



一fi4一 起 源を考 え る一 道具 か ら雷語(知 識)へ のル ー トー 一

品の 不足 を知h,花 粉 や花 蜜 や巣 を冷 やす た めの 水(夏

季)や,時 には巣 の増築や補修 に必要 な ワ ックスや樹 脂 も

集めて持 ち帰 る。

4尻 振 りダ γスはその激 しさに よって,発 見 した食物 源の

有望 さを伝x,そ の持続時 間に よって,巣 か ら食物 源 まで

のお およその距離 も知 らせ るが,さ らに驚 くべ ぎは,太 陽

の方 向を軸 とす るそれ との角 度を示す ことで,食 物 源 の位

置関係 も知 らせ る ことで ある。 真暗 な巣の なかでは,も ち

ろ ん太 陽は見 えていな い。

以上 のほか,旧 女王が新 女王 に巣 を譲 って,分 封す る さ

いの行動 も精緻 の極 み であ る。 グ リフィソはさ らに多 くの

事例 を,動 物 に も意 識 があ り,思 考 して いる ことの状況証

擦 と して挙 げてい るが,同 様の見解 は他の研 究者 に も見 ら

れ,デ カル ト以来 の厳格 な動物差別 が崩れつ つあ るのが,

今 日の研究 のす う勢 のよ うで ある。

(8)「 心 理学 者 と人類学 者 は,道 具 製作 と言語 使用 が類似 し
ヘ ミ ヘ ヘ コ ヘ へ

た心理 学的 な能 力を必要 としてい ることを,昔 か らたびた

び指摘 してい る」。(北 原隆 ほ か前 掲 書)「 名詞 は,環 境 が

与 えて くれ る原 材料,事 物,生 物 を区別 し,制 御 す る上
へ ぬ

で,道 具 に似 た 役 割 を果 たす」。(ピ ッカ ー ソン前 掲 書)

そのほ か,思 考や認識 の道具 としての言語 を内語 と呼び,

コ ミュニケ ーシ ョンの用具 としての言葉 を外語 と呼ぶ,言

語 学の分類 もあ る。

(9)言 語形 成論のむず か しさは,進 化 の役 割を ど う位 置づ け

るか に関わ って お り,進 化 以外の要 因を考慮 しなが ら,結

局は進 化 を根拠 として いる形 成論 も多 い。「意 識 と意 志,

お よび社 会の存在 に とって不 可欠 な言語 の発生 は,そ れ に

ふ さわ しい生理的 メカニズ ムの 出現,す なわ ち生産す る生

物の大脳 の構 造 の根本 的 な変 化 な しには不可 能 であ る。」

(ユ ー リー ・イ ワ ノヴ ィチ ・セ ミヨー ノフ 『人間社 会 の起

源』,新 堀 友 行 ・金光 不 二 夫 訳,1991年)。 これ を 北 原 隆

(前掲 書)の 次 の記述 と比較 す れぽ,両 者 の 問題意 識 の微

妙 な違 いが分 か る。 「道具製 作 は よ り広 い洞 察力,自 已 の

行動 を 自ら観察 す る内省 力,環 境 に新 しい形 を与 える想 像

力 を必 要 と し,選 択 圧 が その 方 向に 向 かって働 くよ うに

な った」。

(IO)デ レック ・ピ ッカー トソ 『言語 のル ー ツ』,寛 壽 雄 ほか

訳,1985年 。

(11>人 類 と動物 との古典 的 な差別 観 は,進 化論 的立場 と結 び

ついて いる場 合が多 い。 セ ミヨー ノフの前掲 書 もその例で

あ り,一 方,差 別 の 成立 性 を疑 問視 して い るの は,グ リ

フィン,北 原隆(ほ か),ピ ッカ ー トンの各前掲書 であ る。

(12)「生産 活動 は,欲 求を みたす ため に,自 然 界 に完成 した

形 で は存在 しない ものを製作 す るこ とであ る。」「生産活動

は概念 的思 考,す なわ ち意 識 と言語 が な けれ ぽ な らな い

し,ま た,そ れ が前提 となる」。「社会 的存 在物 であ る人類

は,必 然 的 に生産 す る存在物 であ る」。 「(セ ミヨー ノフ前

掲書)こ れ らの 引用 か ら分 か る よ うに,セ ミヨーノ フの

立論 は概 してカテ ゴ リー的 で,社 会 一生産 一言語(意 識)

を不 可分 な関係 として捉xた 上 で,現 実 の過 程 を 「(それ

らの関 係の)形 成 しつつ あ る過程」 と見 ている。

(13)心 理学 に おけ る記憶 の分 類例一一(1)感 覚 レジス タ,短 期

記憶,長 期記 憶,(2)感 覚貯 蔵 庫,短 期 貯 蔵 庫,長 期 貯蔵

庫,㈲ 視覚的記憶,聴 覚 的記憶,言 語 的短期記憶,長 期貯

蔵 。そ のほか,エ ピソー ド記憶,意 味記憶,再 認記憶 な ど

の用語 もあ る。

(14)生 物 の進化過程 は,本 能が 次第に学 習に置 き換 え られ て

い った過 程 と見 る こともで きる。 それ は記 憶能力 をふ くむ

心の活動 の発達過程 であ り,大 脳 の進化 を伴 ってい る。

㈲ 映像記 憶 とい うと,視 覚的 な記憶 の意 味に受 け取 られ易

いが,す べ ての感 覚 に 由来 す る知覚 イ メージの記 憶 の こ

と。複数 の感 覚が関係す る場 合 も多 い。

⑯ 「ごく普通 の意 味で記 憶 とい う場 合 は,行 動 習性や 行動

様式 の保 存 を含 まな いで,意 識的 な経験 の 内容(知 覚像,

感情 体験,言 語,思 想 な ど)の 保 持 を主 に指 して い る」。

(高木 貞二編 『心 理学』}1977年)心 理 学 には この よ うな区

別 もあ るが,こ の論文 では行動が意識 的で あるか ど うかに

関わ らず(そ の問題 に は立 入 らな い),行 動様 式 の保 存 も

映像 記憶の概 念 に含 めてい る。

㈲ 棲 息環境 が反映 した と思われ る典 型的 な事例 は,色 をあ

らわす単語 であ る。 あ る部族 には三 種類 の単語 しか な く,

その部族が それ以上 に色を識別 で きず,そ れで も生活 に支

障が なかった ことを示 して いる。

(18)人 類 の言語活動 は記憶 や思考 を含め,完 全 な心の なかの

活動か らモ ノとの関係を もつ方 向に発達 した。 と くに大 き

な段階 を画 した のが文字の発 明であ り,そ うした発達 の流

れ は,多 種 多様 なモ ノを生産手段 として利 用 している,今

日の知識 生産 につなが ってい る。

㈹ 記憶 は心が捉 えた対象 のイ メージで あ り,そ れ が形 成 さ

れた瞬 間か ら時 間や場所 の拘束 を脱 してい る。記憶 の持続

時間 には限 りが あ るにせ よ,記 憶 が"記 録"と しての本性

をも ってい るこ とは疑 いない。

⑳ 「オル ドヴァイ遺 跡 は,最 も単 純 な技 術 で作 られた 石器

(礫器=打 器)が,た び重 な る技 術改 良 に よって,石 の素
ヘ ヘ ヘ ヘ へiヘ ヘ ヘ へ

材(原 石)の 形 を全 く変xる まで に複雑 に加工 された石器

(握斧)を 生 み 出す に至 るほ とん ど全過程 を……保存 す る

世 界で唯一一の遺 跡 といって よい」。(戸 沢充則 「石 器 と人類

文化 」,季 刊考 古学第35号,1991年5月)

⑳ 「ヒ トだ けが,地 球 全体 に分布 してい る。 …… ヒ トだ け

が 自分の環境 を大幅 に作 り変 えた」。(北 原隆 ほか前掲書)

㈱ 道具の なかに製作技 法が結 晶 してい るとい うの は,道 具

とい うモ ノの上 に製作技 法が記録 された こ とを意味す る。

記 録で あるか ら,製 作 技法の学習 に役立 った。
ヘ へ

㈱ 工具 の本質 が最終 目的の道具 と変わ らない ことは,使 用

目的 の面 か ら明 らかであ る。道具 を狩猟や 調理や外敵 防衛

に使 うの も,工 具 を道 具 の製作 のため に使 うの も,そ れ ら

が直接 に人類の環境 適応行動 であ るか どうかの点 を除 いて

は,と もに人類 の身 体的能力 を補 強す るための 自然物 の利

用で あ り,労 働 の手 段で ある ことに違 いはな い。

(24)慣 用語 の使用 を避 けた のは,意 志,目 的意識 思考,あ

るいは 「注意 を集 中 しつづ け る能力」 な どに置 き換 えた場

合,工 程 分析的 な考察が行 ない に くい こと,作 業 パ ターン

に基 づ く言語 作 りの特 徴 が 明 らか に な らない こと,意 志

も,思 考 も,さ らに意識 で さiも,そ れが動物 か らの継承

で はないか とい う,ピ ッカ ー トンの 「下部構造」 の問題 が

ある こと,な どの懸念 がその理 由であ る。

㈱ ここでの上流,下 流 の定義は,産 業 にお ける通 常の用法

とは順序が逆 にな ってい る。


